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は じ め に

中級 あるいは上級 レベ ルにおいて技能別 クラスが設 置 され ることは決 し

て めず らしい ことではないが,初 級 か ら初 中級 とい うレベルで 「技能別選

択科 目」 として実施 され る例 はそれほ ど多 くない。 これ は・一般 に・初級

とい うレベル には,あ る個 人の,あ る特 定の能力 を伸 ばす よ りも学習 者全

員 に普遍的で基本 的 な技 能や内容 を教 えるとい う目標 が あるとみな され て

いることによろ う。

国 際部で,普 通 日本語 科 目とは別 に,「 ワ ー ク シ ョップ」 とい う科 目名

で技能別 選択 日本語科 目を設 置 しは じめて2年 にな る。現在 もなお・各 ワ

ークシ ョップ の内容 ,シ ラバス,教 材,指 導法な ど依 然 と して試行錯 誤 を

『価1一



重ねて いる。 しか し・侮 にあま り例 を見 ない初級段 階の学生 にたいす る試

みとして,実 施1年 目のワー クシ ョップ の い くっ か を取 り上 げ,そ の概

要,課 題 などを論 じる意義 が高 い と考 え1こ こに担 当者 の うち 尋人で小論

を発表す ることにした。

1とIIIは 岡野 が,IIは 各 ワークシ ョップ を担 当 した堀,長 友,神 尾,

岡野 がそれぞれ執 筆 した。

1ワ ークシ ョップ設置の背景.

数 年前 か ら,徐 々 にではあ るが,学 生た ちの中 に目本語 専攻 ・副専攻 の

学生 が増 える傾 向がみ られたが,そ れ らの学生 か ら目本語 関連 の単位 をも

っと取得 したい とい う要望 が寄せ られ るようにな って きた。同時 にまた,

聞 き取 りが悪 いので もっと訓練 を受 け た い,も ク と話せ るよ うにな りた

い,漢 字 を集 中的 に学習 したい,何 か読み物 を読 みたい,文 章 を書 く練習

をしたい,な どとい う声 が しば しば聞かれ るよ うに なって きた。 しか し,

普通 のクラスでは こうした個 々の学生 の二一ズ に応 えることは非常に むず

かしい。4技 能 の どれ も多 かれ少 なかれ普通 日本語 ク ラスで指導 され てい

るが,時 間的 に も量的 ・質的 にも限界 がある。 「ワークシ ョップ」 とい う

形で新 たな科 目を設 置す ることに なったのは,一 っ には1992年 度 か らの

カリキュラム改編9を きっか けとして,1こ れ ら学生 か らの要望 に応 え学生

の語学力 とプログラムの向上 をはか る必要 があったか らで あ る。 さらに,

日本語 プ ・グラム ・フーディネー ター として,筆 者 には,指 導内容 をある

特定 の技能 に集 中 させ ることによって普通 のクラス の授業研究 とは異 なる

授業研究 が活発 に行われ るよ うにな り・教師 の専門性 が生 かされ るととも

にそれ をい っそ う向上 させ る結果 を生 むで あろ うとの期待 もあった.

ワ ークシ ョップ実施 の前年,準 備 の一環 として当時 の在学生100人 ほ ど

を対象 に 「選択 目本語科 目があった とした ら履修 したい か・ ど うい う内容

1)岡 野喜美子r特 集 国際部の日本語科 目について一1992年9月,新 カリキ

ュラムヘの移行 」日本語センター報第8号 に詳細が報告されている。
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の ものな ら履修 した いか」 などの二一ズ調査 を行 った。次年度 に来 日す る

学生 と二一ズ 恭異 なる可能性は大いにあるものの,一 般的 な傾 向 を知 るた

めに行,つた もので ある。 ワークショップの内容 を決 め るにあた っては担 当

す る教 師の側 の希望や得意分野 も参考 に した。 さらに・来 日直後の秋 学期

にふ さわ しい内容 の もの と,学 習がかな り進 んだ時期 の春 学期 にふ さわ し

い もの とい う観点 か らも,秋,春 に設 置す る ワークシ ョップの内容の調整

を行 つた。

これ らの結 果か ら,初 年度 の1992年 の 秋学期 には 左下 の ような ワー ク

シ ョップ を,ま た春学期 ついては1月 に予備調査 を行 った うえで,右 下 の

よ うなワー クシ ョップ を設置 した。コースは週1コ マ(90分)の 授業 を1学

期 間(12週)行 って修 了 し,各 クラスは近接す る2レ ベル程度の学生 を対

象 に設:ナ られた。

秋学期(1学 期〉ワークショップ 春学期(3学 期)ワ ークショップ

聴解4ク ラス(初級～初中級〉 聴解 ・会話4ク ラス(初級～初中級)

表現2ク ラス(初 級後期～初中級)漢 字2ク ラス〔初中級)

敬 語1ク ラス(中級)新 聞1ク ラス(中級)

文学1ク ラス(中級後期)

小論 で取 り上げた ワー クシ ョップ は,秋 学期 の 「表現」(初級 中期),「 聴

解」(初 級前 ～中期),「 敬語」(初中級 一中級〉と春学期 の 「漢字」(初 級 中一

後 期)の4っ で ある。

II各 ワークショップの概要と分析

1表 現 ワークシ ョップ

1〉 選択科 目としての位置付け

選択 目本語 におけるr表 現」のワー クシ ョップとは主 に文章表現 の指

導,つ まり書 くカの養成 を目指 したものである。一般的に書き言葉 として

の表現指導は,そ の必要性が論じられつつも他の技能に比べ,指 導しにく

い要因が多いため,後 回 しにされる傾向があり,教 室活動として扱われる

時間配分も少ない。国際部 においても学生の置かれている生活・学習環鏡
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を考 える と・具 体的会話揚面 に必要 な技能面 を重視 した コミュニケーシ ョ

ン能力 の養成 が急務で あ り,ま た,当 然 の ことなが ら学習者 の意欲 も文 章

表現 よ り口頭表 現 に向 け られてい る。 その上,自 国で も系統立 った書 き言

葉 の訓練 を受 けず に来 目す る学生 も多 く,流 暢 に話すわ りには正確 な文 章

恭書1ナない とい うの も現 実 のことで ある・ その ことが来 日後,日 がたつ に

つれて フラズ トレーシ ョンとな り,書 くことに対す る苦手意識 を助 長 して

いるよ うにも思われ る。確か に書 くとい う作業 は,漢 字学習 と同 じように

個人的 な努力 に委ね られ る面 も多 く,教 師の指導 も個 々人 に向け られた対

応が有効 となろ う。 その点,選 択科 目としての表現 ワー クシ ョップの存在

は,通 常 の授業で は無理 な面 を補 強す る上 で も・ また,学 習者 の弱点 を克

服 したい とい う二 一ズ とも合致 してい ると言 え る。

2)授 業 目標

クラス構成は登録学生数7名(ア メ リヵ5名,ス ゥェーデ ン2名)の 小ク

ラスで,秋 学期12コ マ という短 い期間 の中で書 く力 をどのよ うに伸 ぱ し,

どの ような表現力 をつ けた らよいのか,目 標設 定 に当た りACTFL(全 米

外国語教育協会)の 外 国語能力基準(LanguagePr面clencyGuldelines)の

「書」能力 に対 す る記述 を参考 にした
。

ここで はガィ ドラィ ンの詳細 につ いては省 くが,範 囲 をACTFLσ)中

級2ン「書」能力 に絞 って見 てみ ると 「中級一下」 では蔑習 の語彙や文型 を

使 って簡単 な文 が書 けるが,ま だ表現 は不適切 である。 「中級一 中」では

個人的 な経験 に基づ いた馴染み のある話題 にっいて,複 雑 でない構文 を使

って書 けるが,ま だ脈絡 のない文章や断片 的 な文 にな り易 い。 「中級 一上 」

では実際 に役立 つ状況 に対処で きるよ うにな り,簡 単な手紙 や 日常 の経験

など大筋 が書1ナ る。 また,段 落 を幾つか使 って描写 した り,叙 述 した 多す

る様子 も見 え始 め る。総合的 に言 うな らば・中級 レベルではま だ誤 りが多

く,外 国人 の書 いた ものに慣れて いる母語話者 に理解 して もらえる程度 と

2)匡 本語の教科書や能力試験を基準とした初級,中 級,上 級の分け方と1重異な

る,
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いうことになる。外国人の書いた文に慣れていない人にも分かってもらえ

る文章を書 くには,言 うまでもなく上級を目指さなければならない。

上級になると通信文,メ モ書き,文 章の整った要約,事 実関係に基づい

た叙述や描写など高頻度構文では十分正確に書けるようになる。 しかしな

がら複雑な文を作る場合には,よ く間違いを犯す。特徴としては少なくと

も数段落の長さの談話文にまとめられ,文 章構成 も意識 し始める。

表現ワークシ ョップの目標 としてはACTFL能 力基準 の 「中級一中,'上」

のレベルに位置すると推察される学習者の能力 を上級にまで引き上げるこ

とが理想ではあるボ,12コ マという時間的制約の中では難 しいことであ

る。無理のない範囲で,一 番困難とされる主要境界を越す・つま り中級の

上から上級へ移行するための準備段階 として授業 を進めることに方向を定

めたび

3)指 導内容

上級 レベルで要求 される能力ということを念頭に・表現指導の中心を次

の2点 に置いた。

(i)ひ とまとまりの文章としての段落文が正確 に書 け,最 終的には複

数の段落で文章がまとめられるようにすること。

(2)書 く材料は 目的や意図力虹はっきりと していて,実 用に即 した基本

的技術が身 につけられるものであること。

(1)に ついては特に語句と語句,文 と文の繋ぎに関係する接続語句 を取

り上げ,そ れぞれの文や文章の中で,ど ういう役割 をして い るか を確認

後,例 文 を参考 に文 を作ることを基本練習 にした。また文脈指示 に問違い

が多いことから,指 示語の使い方も作文例 を読みながら注意 を払 うように

した。

(2)の 題材 としての幾つかは,掲 示板 に実際に張れ るようなメッセージ

を書 く。表現意図のはっき りとしたお礼状や近況 を知 らせる手紙 を書いて

投函する。簡単なインタビニーを行 い情報のメモ書きを膨 らませて報告文

にするなど,文 章の形体の違いも理解できるように配慮 した。その他,読
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解教材,具 体的 にはr読 みへの挑戦』(伊藤他,1992),新 聞記事 などか ら

身近な話題 を求 め,読 んだり話 し合った9す ることによって,書 く材料や

語彙 を増 やして行った。

4)反 省点 とまとめ

実生活 です ぐ役立つ表現 を重視 した授業は学習看 に成就感を与え,進 ん

で書 くことの動機付 けになったように思 う。 しかし不十分な りにで も書き

手の考えを明確 に文章化 したり,自 由に感情表現 した りするカ を育てると

いう点では欠 けていた。 というのも段落文 を正確 に書 くという目的 を強調

する余 り,書 き出しや文末表現 を書式化 したものを与え,空 欄 を埋めるだ

けの練習が多かったこと,ま た,手 紙文や報告文など決 まりきった表現 を

用いる形式が繰 り返されたことなど,こ れ らのコントロールのし過ぎが逆

に自由な発想や,自 分で表現するカ をつける妨げになってしまったようで

ある。

最後に問題点として1点 だけ挙げるなら学習者の能力差,特 に漢字語彙

力の差が問題 となった。この点は書 く作業の前段階である教室活動全体 に

影響 し,教 材の選択 をよ り困難なものとした。今後・表現ワークショップ

の効果的指導法 を考えるとき,こ の能力差 をどのような教材で対処 してい

ったらよいか宿題 としたいところである、・(堀)

2聴 解 ワークシ ョップ

1)は じめに

秋学期 の聴解 ワー クシ ョップの授業 では,日 本 で 日常生活 を送 る上 で必

要な情報 が聞 き取 れ るよ うになることを目指 した。 「聞 き取 れ る,聞 いて

わか る」 には次 のプロセスを通過 しなければ な らない.

① 音 を聞 く → ② 使 用言語 の音韻 体系 で弁別 して聞 く → ③ 構 文的

に聞 く → ④ 文 の意味 を認識す る → ⑤ 記憶 にとどめ る

原則 は上記 の5つ のプ ロセスになるが,現 実 には聞 き取 り場面 で波 のよ

うに押 し寄せて くる情報 の全 てを上記 のプ ロセスで処理 してい るわけでは

一11G一



な く・ 聞 き流す能 力 も必要 で ある し,聞 き損 なった りす ることもあるが,

そ れで も生活 上不便でない程度には理解 で きる、 それは 言語 知識 や文脈,

それ に言語外 の知識つ ま り社会常識 を利用 しなが ら頭 で聞 いているか らで

ある。

わか らないところが少々 あって も,や さ しい会話 などをどん どん聞 き取

らせ る必要 があ る・ そこでは・必要 な情報 だけを捉 えて処理 す る締習 を行

うことで・ 自分 の持 ってい る言語能力 を総合的 に運 用す る訓練 にな る。一

方 ・聴解力養成 のためには大 まかに聞 き取 るだけで なく・細 かい部分 にも

注意 を向 けて聞 くよ うにする訓練 も必要で ある。

そ こで・最初 に述べ たr日 本で 日常 生活 を送 る上 で必 要な情報 が聞 き取

れ る」 よ うにな るために・大 まか に聞 き取 る練習 と細 かい部分 に注意 を向

けて聞 き取 る練習 を行 った。担当クラスは,対 象 レベルはJ4・J5,学 生 数

11名,授 業回数n回 で あった。使用 教材 は 『SituationalFunctlonalJap・

anese一 で,Vo1.1,Vo1.2か らTask&A¢tivitiesの み,8回 分 を取 り上

げた。 テー目プは各 自持たせた0

2)取 り上 げた課 と授業の進 め方

L.31巨 目

2日 目

3目 目

千目目

5日 目

6日 目

7日 目

L.4

L、5

L.6

L.7

L.8

L.12

「レス トランで注 文す る」/PreTest

「場 所 を聞 く」

「わか らない言葉 を聞 く」

「事務室で の会話」

「電話 をかげる」

「許可 を求 める」

「道 を聞 く」

鞠 　　別鱗 表
10資 目L・13rい ろ いろな揚 面でのや り・もらい表現 を用 いた会話 」

11日 目Fina王Exam〆PostTest1ア ンケー ト

1L回 の短 い=一 ス だったた め,揚 面選択 に十分 な検討 を加 えて,日 常生
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活 の中 で必要 と思われ る場面 を選 んだ。毎回,前 の週 に習 った言葉や表現

のディクテ ーシ ョンを授業 の最初 に行 った。聴解練習1と して,そ の課 に

出て くる語彙 のディクテーシ ョンを行 い,そ の後,新 出語,表 現 の説明 を

した。聴 解練習2で は タスク リスニング を行 い・聴解練 習3で は会話 の中

での短文 のディクテーシ ョンを行 った.最 後 に,応 用練習 として聴解 練習

1,2,3で 学 習 した言葉,表 現 を使 って 口頭練習 をした り,短 い物語文 を

聞いて口頭 でのQ&Aの 練 習 を した。

毎回,揚 面 を設定 したのは,学 生 が持 ってい る言語外 の知識 をその場面

に利用す る こ.とを ね らった た めである。聴解練習1,3で は 細 かい聞 き取

り(音 節,単 語,玉 文 か ら2～3文 の会 話文)を す ることがね らいであ り,聴

解練習2,応 用練習では言語外知識 を利 用 しなが ら大 まかに聞 き取 る こと

をね らった。

11回 の授業 の うち,8,9回 目 にグループ別 の会話 発表 を取 り入れた。予

定では学生 が興味,関 心 ある揚面 や状況 を録音 して,そ の内容 につ いて発

表す る ものであった。 ところが・学生全員 に持たせ る器材 が揃 え られ なか

った こと,録 音 の際,雑 音が入 りすぎ ることな どの理 由で中止 せ ざる をえ

なかった.そ の代わ りとして,グ ル ープで揚 面 を設定 して会話作 りを させ

て発表す ることにした。 グループは3,3,4入 の3っ のグループで,同 程

度の レベル の学生 を組 ませた。学生達 は既習 の表現 を上手 に使 い,そ れぞ

れのグル ープの発想でま とま りの ある会話 作 りを行 った。

3)問 題 と反省・学生か らの評価

午後 のクラス にもかかわ らず,学 生達 は全 体的 に出席 をよくし・宿題 の

提出 もよ く,授 業 にも積極 的 に参加 した。最 終 日に行 ったアンケー トの結

果 は大体次 のよ うで あった。

①(J4の 学 生 か ら)J6,J7の 学 生 には丁度 よい コー スか もしれ ないが,

郵 の学生 には少 し難 しかった。

② 聴 くカ がつ き,新 しい表現 や単語 が覚 え られて よか った。

③ 発表はみんなでカ を合 わせて何度 も練習 した。 とて も楽 しか った。
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最初 の授業 の 日にJ4ゐ 学生 の中にカタカナ,ひ らがなが正 確 に書 けな

い学生 が2,3名 いた。また,対 象 レペル が 」4・」5の クラスで あ るに もか

かわ らず,聴 解 のみ が弱 い とい う理 由で 」6か ら1名,」7か ら3名 の学生

がこのク ラス をとって いた。

11回 の授業 で は効 果 がで るには短 く,ま た,レ デ ィネ ス,二 一ズの異 な

る学生 に対応 した コース設定 は難 しい。 少ない回数 で聴解力 がついた と学

生 が満足 で きるよ うな授業 は難 しいが,ワ ークシ ョップでないと得 られ な

い満足感・達成感 を学生 が持て るよ うな 「聴解 ワークシ ョップ」 の'コース

が設 けられ る ことが望 ま しい。それ には,レ ベル で分 けるのではな く,内

容 や方法,例 えば 「TVニ ュース を見 るコース」,「 どデオ を見 るコース」

な ど選択で きるよ うにしてみ るの も一 つ の方法 かも しれ ない。(長 友)

3漢 字 ワークシ ョツプ

漢字 ワー クシ ョップ2は,春 学期 に 」6,J7の 学生 を対象 に,「 漢字 に対

す る基礎 知識 を広げ る。 また,実 際 目本 で の日常生活 において使 われ てい

る漠字教材 を用 いて,読 み能力 を養 う。」ことを目標 に設 け られた。筆者 は

1)漢 字 に対 す る基礎 知識 を広げ・未知 の漢字語彙 で も意味 の見 当 をつ け

る類推力 を育 て,漢 字 の造語力 に気付 かせ る。

2〉 学生た ち渉 日常生活 で遭遇す るで あろう漢宇教材 の使用。

を2本 の柱 どして心掛 けた。 また,時 にはゲーム的要素 を取P入 れ,熟 語

作 りの練習 や熟語 のパ ズル をやるなかで熟語 の学習 もした。

上記 の2項 目の具 体例 を紹介す ると,1〉 「象形 文字 の紹介」 「部首 の勉

強」r熟 語 の語 構成 」(予 定 していて 時間 の都合で.割愛 した ものの 中 には

「接頭辞 ・接 尾辞 の漢 字」 「長 い漢字熟語 の意 味区分」等 があ る。)2〉 「い

ろいろな表示 〔交通機関 ・役所 ・店 舗 等 にお け る)」 「そば屋 のお品書 き」

「人名 ワ)漢字 」「目本 の行政区分(都 道府県名)」 「書店 で見 る漢字 」「時刻表」

「漢字 で遊ぶ(漢 字 を使 った ドア ・サイ ン)」 「まちで見 る漢字」等 である
。

その他 に,宿 題 と して毎週学生た ちにr町 で見た漢字」 を集 め させ,読
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み,意 味,漢 字 を見た所,コ メ ン トを発表 ・報告 させた。学生 たちは多少

のめん どうくささは あった ものの,町 で見た広告 ・表不 ・ 大学内の表示・

商晶や品物 に書かれた説明,雑 誌等・身 の回 りか ら毎 回興 味深 い熟語 ・語

句 を集 めてきて,そ れについて調べた ことを発表 した。 「ちよっと大変 だ

った が,互 いの発表 を聞 いていて勉 強 になった。」 「目常生活 の身の回 りの

漢字 に注意深 くな った し,漢 字 を調べ る,い いmotlveに な った。」等,感

想、を述 べ ていた。

また,授 業初 日の学生 の二一ズ調査で,「 何 か読み物の中で漢字学習 を

した い。」 とい う要望 があ り,帰 国子女用 に開発 された中級読解教材 も使

用 した。取 り上 げたのは 「わた しは美人」 「二房 のぶ ど う(有 島武郎原作)」

で,r一 房 のぶ ど う」 の方 は中級 の学習音 を対 象 に,r辞 書の助 けを借 りず

に,名 作 に角虫れ る楽 しさを味わ う」 ため に・書 き直 された もので ある。

授業 の流れ としては,ク ィズ,「 町で見た漢宇」 の発表 ・提出,読 み物,

上記1)2)に 関 す るプ リン トを90分 の中で消化 した。

毎 回i受業 の 初 めに行 った クイズでは・前 の週 に 学習 レた ことの中か ら1

漢字熟語 の読 み,意 味 の確認 を簡単 に行 った。

評価 は 授業参加 ・出席30%宿 題20%

クイ ズ20%漢 宇 試験30%

と して,毎 回 の授業 の比重 を多 くした。

最 後 の漢宇試験 に関 しては,.最 後 の3週 間 に扱 った漢字練習問題 に沿 っ

た ものとした。 その練習問題は,あ る漢字 の字訓 ・熟語 の入 った語旬 ・文

に適 当な漢字 を入 れ させ,振 り仮名 も付 けさせ るもので ある。例 えば,

()一 一 毎朝 八時 に家 を()る 。 引 き()し 。入 り口 と()口 。

土曜 日は外()す ることが多 い。 明 日,旅 行 に()発 す

るo

ア メ リカのカリフォル ニア州()身 。 テ レピに()演 す

る。

このすべて の(〉 に共通 す る漢字 を書かせ,読 み方 も確認す る。漢宇試
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験 もこれ に準 じた。 この練習 も比較的学生 たちには好 評であった。

漢字 ワー クシ ョソプのま と め で あ る が・ プ リン ト類 はおおむね好評 で,

「いろいろ勉 強 にな った
。面 白 くて,役 に立 った。」 とす るコメ ン トが多か

った一方,反 省 す る点 として次 の2点 をあげてお く。

一つ は
,こ のワークシ ョップ を通 じて 認識漢字 を増やす とい うことで,

授 業 中の扱 い方 も,ク イズな どでも,読 み中心 の方向 が 強 か っ た。 しか

し,学 生 が,こ の漢 字 ワークシ ョップ を評価 した中 にも 「もっと書 き方 の

勉強 をしたか った。」 とあった こと,そ れ に 「漢字 とい うのは一定 の筆順

に従 って実際 に書 いて覚 えることが必要 だとい うことで ある。(中 略)読 み

だけ覚 え る漢字 の揚 合 も,書 きの練 習 が必要 で ある。実 際 に書 いてみ て複

雄 な字画 を正 し くとらえなけれ ば,『 矢』 と 『先`,『 描 』 と 『猫』 の違 い

も分 か らな くな るか らで ある。 その点で,漢 字は 『目で覚 える』 ものでは

な く,『手 で覚 える』 もので ある。」(武 部;1983)と あ るように,学 生 にと

っては負担 は大 き くなるか もしれない が・ や は り,r書 く」・ことの重 要 さ

は強調 され るべ きであ る。

また、読 み物 を通 して漢 字 を学習す る揚 合,そ の読み物の選択は,よ り

慎重 にされ るべ きで あ る。 今回の筆者 の選択 はrや さしす ぎた。」 とい う

ことで ある。読み物 の選択は,そ の難 易度,長 さ,ジ ャンル等,通 常 の 日

本語 クラス の教員 とも密 に連 絡 を取 り・ よ り適 当な も の を選 ぶ 必 要 があ

る。(神 尾)

4敬 語 ワークシ ョッフ0

敬 語 ワークシ ョップは,初 級学生 を対 象 とす る他 のワー クシ ョップ とほ

異 な り,初 中級 か ら中級 の段階 の学生(」9,」10)を 対 象 として設 け られた。

普通 の会話 が不 自由な くで きる者 とい う条件 をシラバ スに載せ た結果 か ら

か,ク ラスはJ9か ら3名,」10か ら7名 とい う構成 となった。敬言吾ワー

クシ ョップ の目標 は・a)敬 意 の表 し方 を知 る・b)敬 語表現 が使 えるよ う

になる,c)高 度 なあるいは一特殊な揚面 で耳 にす る敬語 表現 が 理解で き る
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ようになる,の3点 とし,具 体的な授業内容は下のように行った。

1)授 業の内容とまとめ

授業初 目の予備知識クイズで,尊 敬語 ・謙譲語の区別 をふ くめ基礎的な

敬語知識 のない学生がいることがわかり,ま ず最初の尋週間の学習はそこ

に集中して講義を行 った。それと同時に・目上(教 師)に対する簡単な授業

欠席への断わ り,あ るいは謝罪,教 師に対する面談の申し込み,推 薦状な

どの依頼,学 生から要望の高 かった電話会話(伝言 をふ くむ)な ど口頭表現

としての敬語 を中心に毎回練習を行 った。また,少 ない授業時間の中か ら

教師(母 国あるいは現在の)へ の上記内容の手紙 ・メモなど,学 生 が実際に

書くことを必要 とする相手や事柄 にしぼって,書 く練習 も取 り入れた。随

時,見 本 となる電話会話などを入れたテープをもたせ,型 を覚えさせると

同時に聞き慣れをもはかった。

授業内容と構成

1日 目 「敬語 と敬意」について講義 ノ尊敬語の学習 ・宿題/敬 語 にっい

て話 し合い

2日 貝

3日 目

4日 目

5日 目

6日 目

7目 目

8日 目

9日 目

玉o日 目

11日 目

尊敬語の学習 ・テス ト/メ モを書 く

謙譲語g学 習 ・宿題/簡 単な手紙 を書く

謙譲語の学習 ・宿題/手 紙講評/廊 下で教師に話しかける

謙譲語のテス ト/駅 のアナウンス(聴解)/電 話会話

尊敬語 ・謙譲語の再テス ト(前回のテス トで問違 えた もののみ。

学生によ り違うテス ト問題になる)1電 話会話(伝 言〉

天皇訪中ニュースをビデオで見る1敬語の聴解)!電 話会話(伝 言)

電話会話(こ とづけをする,受 ける,申 し出る)〆伝言の内容 を伝

える1ゲ ストを迎えて話を聞き,敬 語 を使 って実際 に質問をする

正式の手紙 を書 く(推薦状の弦頼,礼 状など各 自の二一ズに合 う

ものを選ぶ)

手紙仕上げ ・講評/同 内容を口頭で表現する

テスト(間違いさがし,電 話会話,会 話作 り)
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敬語ワークショップは敬語に関心のある学生の集ま りであり,当 然敬語

の非用はないものの,下 位 の学生に濫用一 謙譲語の使いすぎなど一 が

目立った。尊敬語と謙譲語の混用は最初に集中的に覚えたためか・比較的

少なかった。敬語 ワークシ ョップの目的は敬語の運用力 を高めるためであ

P,一 つでも多 く使 えるようにするというものではないことは言 うまで も

な、い。敬語の運用力を高めるためには,人 間関係のとらえ方,敬 意の表 し

方や待遇表現の程度 ・段階の理解などがその基盤 としてな けれ ば な らな

い・敬語を扱いながら・なぜそこに敬語を使わないほうがいいのかを指導
,9・.■-..■ ● ・P

のポイントとすることが多かったのは,敬 語ほど知識 と運用のあいだのギ

ャップが大きいものはないからであるq

終了後の学生 か らは総 じてrか なリカがついた」の到達度評価 を得た

が,そ の他 の授業評価 を踏まえての反省、点は,会 話力のある学生 とそうで

ない学生に対 し難易度の異なる聴解教材を提供 した り,日 常的な敬語がか

な り使える上位 の学生 に対 して,よ り高度な敬語使用場面,た とえば求職

の電話会話や面接場面などの練習 をするところまで手 が回 らなかったこと

である。時間び不足 していることもあるが,一 つには・そういう場面での

実際の敬語旋用について,筆 者のもつ知識,経 験が限られ七お り書き下ろ

し教材が用意 しにくかったこと,ま た一般 にそうした資料や教材 が手に入

りにくいこともある。面接揚面などは,実 際的で自然なや りとりのテープ

やビデオ教材が特に必要であることを実感した。敬意の表し方の実際的な

学習の一環 として,あ いづちなど言語的な面はそれな りに扱 うことができ

たが,身 振 りのような非言語的要素の練習はほとんどできなかった。

2)敬 語学習の問題点

上 にも述べたように,敬 語のワークシ ョップを通 じて・会話力の低 い学

生ほど敬意を表すのに尊敬語や謙譲語を債いさえすればよいと考え,使 い

すぎる傾向があることがみられた。一方,会 話力のある学生 には,敬 語 を

控え目1弔使 って,そ れでいてある丁寧度 を保つ力のあることがみ られた。

この,敬 語 をそれほど使用 しなくてもある程度の丁寧 さを維持 して話せる
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とい うことは,じ つは待遇表現 の学習 を考 える うえで最 も重 要 な点 で あ

る。筆者 は,こ れ まで待遇関係 の理解,敬 意 の表 し方 の学習は初級 か ら必

要であることを主張 して きた ものであるが,こ の敬語 ワークシ ョップ を通

じ,い っそ うその必要 を確信 した。限 られ た初級 の学習時問 の中で網羅的

な敬語 の学習 は行 わないまでも,初 級 か ら上級 とい う学習 ライ ンの上 で,

ヂ敬意の表 し方」 の学習一 だれ に敬意 を示 すべ きか,ど うい う状況 で丁

寧に話す べ きか一 など を体系的に とらえ・その基本的 な待遇関係理解 の

学習 を初級 か ら始 め ることが肝要で ある。

敬語学習 の基礎 と詮るのは,普 通 の 「です ・ます 体」 できちんと話せ る

か どうかにあ り,ま た,あ る文型 が文法的 な意味 だけでな くどのようなニ

ュア ンス を伴 ってい るかを理解す ることにあるoさ らに・前置 きなど談話

に不可欠 なス トラテジーがすで に使 え るか どうか も重要 な要素で ある。た

とえ目上 に対 し,「 帰 らせていただけないで しょうか」「召 し上 が りませ ん

か」 などの敬語表現 が淀みな く使 えた として も,同 じ流 れの中 に 「きよ う

用事 があるか ら一 ・」 とか 「買 って きたんだ けど」 な どが あった らせ っか

くの敬意 が生 きない とい うことに気づか なけれ ば,尊 敬語 ・謙譲語 の学習

は単なる知識 にとどまって しま う。

この意味か らも,広 義 の敬語学習は,日 本語学習 が始 まった時点 で始 ま

るべ きで あ り,敬 意 の対 象,敬 意 の表 し方 の学習 を初級 で の学習項 目か ら

切 り離 して先送 りにすべ きではない。初級 で学べ る敬意の表 し方は実 に多

いのである。(岡 野)

1∬ 課 題

各 ワークシ ョップでの課題や 提言 は上 のIIで 担 当教師 によ りな され て

い るので,こ こでは簡単 に総括 的な課題 の指摘 にと どめ る.多 くは 「技 能

別選択 目本語 クラス」 を設 けた揚合に起 こ りうる一般的 な 問 題 で あ ろ う

が,一 部 は国際部 のカ リキュラム上 σ)問題 で ある。

1)指 導法
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学習意欲は格段に高いが,能 力差は普通クラスより大きく指導が難

しい

ワークショップとしての機能 をよ り効果的に果たすためには個別的

な新たな指導法力:必要である

2)二 一ズ調査

来 日時期 との関係で最初の学期のための事前調査ができない

3学 期 目のための調査 はできるが,設 置科目決定時翔の都合上,調

査時期が早すぎる

レベルの適否,担 当者の有無などから,必 ず しも二一ズの高いワー

クシ ョップを提供できない教材 の問題。

3)ヵ リキュラム

他の講義科 目と授業時間が重なることが多いため・二一ズの高かっ

たワークショップが必ずしも履修 されない
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